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※令和4年度から西総合支援学校に異動

現役教員に聞いてみた！～総合支援学校編～

京都市の研修体制について教えてくだ
さい！

京都市を目指す方に一言お願いします！

授業におけるICTの活用について教え
てください！

忙しい毎日ですが子ども達の素敵な姿や，
新しい発見があるお仕事だと思っています。
ぜひ自分の力を信じて頑張ってください。応
援しています！

「ひとりで叶えられる夢の数には限りがある
けど，学校の先生は，みんなの夢を叶える一
部分になれるから，すごいおもしろいし，幸せ
やで。」中学生の時に聞いた先生の一言が，
「教員」という職業を意識する最初のきっかけ
となりました。
高校でも生徒に寄り添い，励まし，一緒に進
んでくださる先生方に出会い，「私も生徒と
一緒に夢を叶えていきたい！」と思うようにな
りました。

院内学級の授業では，タブレット端末と
TV会議システムが欠かせません！

院内学級の授業では，担当教科の授業，道
徳・学活・総合的な学習の時間・自立活動な
ど，全ての授業でタブレット端末とTV会議シ
ステムが欠かせません。
５つある院内学級や，本校・病室・自宅にい
る生徒同士をつないで，授業をしています。
人数は多くないですが，同学年の仲間と一
緒に過ごし，
意見交流を
しながら学
ぶ時間は，
入院してい
る生徒にと
って大切な
時間になっ
ています。

教員を目指したきっかけを教えてください！

職員室では，子どもの様子を伝え，相談しや
すい暖かい雰囲気があります。また，授業中
も病棟へ連絡が必要になることが多く，気が
付いた教員が積極的にフォローしながら，授
業を進められるようにしています。
お互いを思いやり，笑顔も多く，にぎやかな
雰囲気なので，安心して楽しく仕事ができま
す。

職員室の雰囲気について教えてくださ
い！

総合教育センターでは，長期休業期間中に，
様々な研修が実施され，特別支援教育に関
する研修だけでなく，小・中学校の先生対象
の研修でも，受講可能なものがたくさんあり
ます。
人権教育や，やさしい日本語の研修では，
他校種の先生の経験を伺う機会が多くありま
した。様々な経験に裏付けされた，深い意見
に触れる機会が多くあり，研修に参加するこ
とで，自分の視野を広げることができました。

病気やけがで入院している小・中学校の児童生徒が学ぶ学校です。「教育の
場」として「本校」「国立病院（京都医療センター）分教室」「京大病院分教室」
「府立医大病院分教室」「第二赤十字病院分教室」「市立病院分教室」，そし
て京都市の東部と南部の病院に入院している子どもたちには「訪問教育」があ
ります。

桃陽総合支援学校について


